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飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
七
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
菊
　
池
　
勇
　
夫
は 
じ 
め 
に
　
こ
の
列
島
社
会
に
お
い
て
も
、
疱
瘡
︵
痘
瘡
︶
や
麻
疹
、
感
冒
、
腸
チ
フ
ス
、
結
核
、
コ
レ
ラ
な
ど
感
染
症
・
伝
染
病
が
流
行
し
、
時
に
多
く
の
命
を
奪
っ
て
き
た
。
江
戸
時
代
︵
近
世
︶
を
念
頭
に
お
い
て
い
え
ば
、﹁
疫
病
﹂︵
や
く
び
ょ
う
・
え
き
び
ょ
う
︶
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
た
。
疫
病
は
流
行
病
一
般
を
広
く
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
疱
瘡
・
麻
疹
な
ど
と
区
別
し
て
、
漢
方
医
学
で
は
傷
寒
あ
る
い
は
瘟
病
︵
瘟
疫
︶
と
呼
ん
だ
熱
性
の
伝
染
病
︵
腸
チ
フ
ス
、
そ
の
他
︶
を
指
す
場
合
が
多
く
、
︵
１
︶
広
狭
二
様
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
出
て
く
る
飢
饉
記
録
の
な
か
の
疫
病
は
流
行
病
の
う
ち
で
も
熱
性
の
伝
染
病
と
お
お
よ
そ
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
疫
病
は
ま
た
疫
癘
・
疫
疾
・
時
疫
な
ど
と
も
書
か
れ
て
き
た
。
近
世
の
疫
病
流
行
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
海
原
亮
の
整
理
に
委
ね
た
い
が
、
自
身
も
拙
著
﹃
飢
饉
の
社
会
史
﹄
な
ど
で
疫
病
に
目
を
向
け
論
じ
て
き
た
。
︵
２
︶
疫
病
は
そ
れ
自
体
の
単
独
の
流
行
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
災
害
に
伴
っ
て
発
生
し
、
複
合
的
な
災
害
と
な
る
こ
と
も
歴
史
上
に
は
存
在
し
て
き
た
。﹁
徳
川
日
本
﹂
は
お
お
む
ね
内
乱
や
対
外
戦
争
の
な
い
時
期
が
長
く
続
い
た
の
で
、
そ
の
八
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
点
は
幸
い
し
た
が
、
稲
作
を
基
盤
と
し
た
農
業
社
会
は
気
象
災
害
に
さ
ら
さ
れ
、
大
凶
作
と
も
な
れ
ば
飢
え
が
深
刻
化
し
、
飢
饉
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
天
明
の
飢
饉
や
天
保
の
飢
饉
な
ど
は
そ
う
し
た
飢
饉
の
最
た
る
も
の
で
、
疫
病
を
伴
う
飢
饉
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
近
世
の
飢
饉
下
の
疫
病
流
行
は
当
然
視
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
専
論
が
そ
れ
ほ
ど
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
掲
拙
著
が
そ
う
し
た
少
な
い
試
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
仙
台
藩
の
飢
饉
に
絞
っ
て
、
災
害
に
伴
っ
た
疫
病
の
実
態
に
さ
ら
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。
旧
仙
台
藩
領
地
域
の
飢
饉
記
録
を
み
れ
ば
、﹁
飢
饉
に
疫
疾
附
物
と
申
世
語
﹂︵﹃
飢
饉
録
﹄、
藩
士
・
源
意
成
︹
五
十
嵐
荘
右
衛
門
︺
著
︶︵３︶、﹁
凶
年
に
は
気
候
不
正
に
し
て
疫
癘
多
く
流
行
す
る
者
な
り
﹂︵﹃
天
保
飢
饉
録
﹄、
盛
宝
院
廿
二
世
法
印
亮
雅
著
︶︵４︶、﹁
凶
歳
に
は
、
疫
病
・
痢
病
流
行
有
之
者
に
候
﹂︵﹃
天
保
耗
歳
鑑
﹄、
石
巻
・
奥
野
屋
久
策
著
︶︵５︶な
ど
と
、
飢
饉
と
疫
病
は
切
り
離
し
が
た
い
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
ほ
か
の
東
北
諸
藩
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
幕
府
も
ま
た
、享
保
一
八
年︵
一
七
三
三
︶
一
二
月
、
飢
饉
後
の
時
疫
流
行
を
受
け
て
触
れ
出
し
た
﹁
薬
方
書
付
﹂︵
天
明
・
天
保
時
に
も
再
触
︶
に
﹁
凶
年
之
後
必
疫
病
流
行
事
あ
り
﹂
︵
６
︶
と
、
注
意
を
促
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
古
代
・
中
世
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
飢
饉
と
疫
病
を
合
わ
せ
た
﹁
飢
疫
﹂
と
い
う
二
字
熟
語
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
。
︵
７
︶
こ
う
し
て
み
る
と
、
東
北
地
方
の
天
明
や
天
保
の
飢
饉
は
古
代
以
来
の
﹁
飢
疫
﹂
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。
旧
仙
台
藩
領
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
﹃
宮
城
県
史
﹄
が
領
内
寺
院
に
残
さ
れ
た
過
去
帳
を
利
用
し
て
、
飢
饉
や
疫
病
に
よ
る
死
者
の
地
域
別
・
月
別
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
記
録
史
料
と
も
突
き
合
わ
せ
て
、
餓
死
・
疫
病
死
の
精
緻
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
︵
８
︶
同
様
の
分
析
は
で
き
な
い
が
、
飢
饉
記
録
を
丁
寧
に
読
み
直
し
、
災
害
史
と
疫
病
の
関
わ
り
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
九
一　
飢
饉
下
に
お
け
る
疫
病
の
流
行
　
１　
宝
暦
の
飢
饉
の
場
合
仙
台
藩
の
飢
饉
に
つ
い
て
、
史
料
的
に
そ
の
様
相
が
あ
る
程
度
具
体
的
に
知
ら
れ
る
の
は
宝
暦
の
飢
饉
か
ら
で
あ
る
。
宝
暦
五
年
︵
一
七
五
五
︶
が
大
凶
作
の
年
で
、
翌
六
年
に
か
け
て
飢
饉
と
な
っ
た
。﹁
餓
死
﹂
三
万
人
余
と
記
す
も
の
が
あ
る
が
︵﹃
仙
台
飢
饉
巻
﹄、
仙
台
・
大
内
家
記
録
︶、
︵
９
︶
平
沢
要
害
邑
主
高
野
倫
兼
の
﹃
高
野
家
記
録
﹄
に
よ
る
と
、
胆
沢
辺
の
五
郡
で
七
千
人
、
ま
た
同
六
年
六
月
頃
の
郡
奉
行
・
目
付
な
ど
の
話
し
に
は
、
藩
全
体
の
二
四
郡
で
二
万
人
余
の
﹁
餓
死
﹂
と
い
う
。︶10
︵
仙
台
藩
領
の
う
ち
で
も
北
部
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
磐
井
郡
日
形
村
︵
一
関
藩
領
︶
近
辺
で
は
田
作
皆
無
・
米
穀
高
直
の
た
め
、
宝
暦
五
年
の
秋
よ
り
山
に
入
り
蕨
の
根
を
掘
っ
て
命
を
つ
な
い
だ
が
、﹁
数
日
﹂
食
べ
て
﹁
惣
身
は
れ
︵
腫
︶﹂
の
﹁
病
者
﹂
が
多
く
、
翌
春
に
な
り
﹁
飢
死
者
﹂
は
数
知
れ
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
﹁
極
貧
﹂
の
者
は
、
油
か
す
を
求
め
て
米
の
ぬ
か
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
大
麦
の
ぬ
か
を
煮
粉
に
し
て
食
べ
た
の
で
、
自
然
と
身
体
が
衰
え
、﹁
或
は
黒
は
れ
又
は
至
極
に
や
せ
、
両
眼
ぬ
け
、
か
げ
ろ
う
の
こ
と
く
死
者
数
不
知
﹂
で
あ
っ
た
︵﹃
考
古
史
録
﹄、
日
形
・
小
野
寺
家
文
書
︶。︶11
︵
江
刺
郡
岩
谷
堂
の
遠
藤
志
峯
﹃
荒
歳
録
﹄
の
観
察
を
み
て
み
よ
う
。
凶
作
年
の
冬
を
越
し
た
宝
暦
六
年
の
四
月
に
な
る
と
﹁
野
山
の
か
て
物
﹂
が
﹁
自
由
﹂
に
な
り
、
利
用
し
に
く
い
﹁
か
て
物
﹂
は
除
く
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
死
去
す
る
者
は
や
ま
な
か
っ
た
。
前
年
の
冬
中
よ
り
こ
の
春
ま
で
い
た
っ
て
﹁
雑
食
﹂
で
、﹁
自
然
に
脾
胃
の
い
た
ミ
﹂
と
な
っ
た
。
味
噌
を
持
ち
合
わ
せ
ず
、
塩
で
雑
穀
や
山
の
粮
物
な
ど
を
﹁
煮
和
﹂
え
て
食
べ
た
。
春
に
な
り
﹁
上
陽
気
﹂
が
盛
ん
に
な
る
と
、﹁
全
体
と
り
し
ま
り
な
く
、
食
傷
、
痢
病
や
ミ
出
シ
、
瘧
傷
寒
に
変
ジ
ツ
ヽ
、
病
労
死
亡
数
し
れ
ず
﹂
と
な
っ
た
。﹁
産
業
﹂
の
あ
る
家
々
で
も
﹁
相
応
の
麁
飯
﹂
に
し
た
の
で
、
常
の
年
と
は
一
〇
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
事
情
が
替
わ
っ
て
、﹁
貧
家
﹂
よ
り
も
﹁
産
業
な
る
家
毎
﹂
に
﹁
時
行
病
﹂
が
多
く
み
ら
れ
、
死
亡
し
た
と
も
記
し
て
い
る
。︶12
︵
志
峯
は
、﹁
山
の
か
て
物
﹂
を
食
べ
る
際
、
味
噌
さ
え
も
っ
て
い
れ
ば
﹁
急
渇
凌
﹂
に
な
る
と
、
味
噌
の
効
用
を
力
説
し
て
い
た
。︶13
︵
塩
ば
か
り
を
使
っ
た
﹁
麁
食
﹂﹁
粮
食
﹂
が
身
体
を
疲
れ
さ
せ
、
そ
れ
が
次
第
に
痢
病
や
傷
寒
を
発
症
さ
せ
、
流
行
病
へ
と
変
化
し
て
い
く
と
の
認
識
だ
っ
た
。
疫
病
の
蔓
延
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
悪
食
の
栄
養
失
調
に
よ
る
飢
え
死
か
ら
疫
病
死
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
、
何
と
か
飢
饉
状
態
か
ら
脱
し
た
と
い
え
よ
う
か
。
さ
て
、
飢
え
て
死
に
至
る
﹁
餓
死
者
﹂
の
身
体
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
天
明
や
天
保
の
飢
饉
記
録
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
こ
う
。
天
明
の
記
録
で
は
、﹁︵
天
明
四
年
︶
飢
渇
の
人
を
見
る
に
、其
面
て
青
ざ
め
、か
た
る
声
も
蚊
の
ご
と
し
﹂︵﹃
天
明
三
癸
卯
凶
年　
天
保
四
癸
巳
凶
年
﹄、
著
者
不
詳
︶︶14
︵
、﹁︵
天
明
四
年
︶
閏
正
月
と
成
り
候
処
、
人
の
色
青
ざ
め
は
れ
来
り
、
誠
に
絵
に
書
け
る
餓
鬼
の
如
く
に
な
り
、
漸
々
に
歩
行
仕
り
候
﹂︵﹃
卯
辰
凶
歳
世
話
物
語
﹄、
亘
理
・
鈴
木
保
造
著
︶︶15
︵
、﹁
麦
引
割
稗
ぬ
か
さ
く
づ
野
か
て
色
々
取
ま
ぜ
給
候
而
露
命
助
り
罷
在
候
得
共
、
至
而
人
体
衰
痩
、
或
は
腫
候
者
数
多
在
之
、
如
何
様
に
も
喰
か
ね
餓
死
致
候
者
多
く
在
之
﹂︵﹃
南
方
村
平
井
家
覚
書
﹄︶、︶16
︵
天
保
の
記
録
で
は
﹁︵
天
保
八
年
二
月
一
三
日
︶
昨
日
の
施
し
に
て
身
体
一
見
の
所
、
青
腫
れ
の
人
多
く
、
や
せ
、
声
ま
で
至
っ
て
細
く
相
成
り
候
者
多
し
。
生
続
き
覚
束
な
く
候
風
﹂︶17
︵
な
ど
と
あ
り
、
青
ざ
め
、
青
腫
れ
︵
黒
腫
れ
と
も
表
現
︶、
痩
せ
衰
え
と
い
っ
た
身
体
的
症
状
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
さ
な
が
ら
絵
に
描
か
れ
る
﹁
餓
鬼
﹂
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
石
巻
の
前
出
﹃
天
保
耗
歳
鑑
﹄︵
天
保
一
二
年
一
二
月
︶
は
、
そ
れ
を
﹁
気
候
病
﹂
と
見
、
凶
作
年
の
翌
春
に
な
る
と
、
だ
れ
で
も
食
が
進
む
も
の
で
あ
る
が
、
心
な
い
者
は
そ
れ
に
任
せ
て
大
食
し
、﹁
初
は
腫
、
後
に
は
痩
衰
、
骨
と
皮
と
斗
に
相
成
、
終
に
別
病
な
く
転
と
死
る
者
﹂
が
幾
人
も
あ
り
、
俗
に
﹁
飢
病
︵
が
し
や
ま
ひ
︶﹂
と
い
う
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
病
は
﹁
仏
法
に
て
は
餓
鬼
道
と
申
教
へ
の
様
聞
覚
候
。
右
飢
病
に
て
死
る
人
は
此
世
柄
餓
鬼
道
へ
堕
落
い
た
す
と
申
も
、
最
恥
敷
事
に
候
﹂
と
、︶18
︵
こ
こ
で
も
﹁
餓
鬼
道
﹂
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
一
一
と
い
う
仏
教
的
言
説
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、﹁
餓
鬼
﹂
イ
メ
ー
ジ
が
餓
死
者
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
現
実
も
ま
た
死
者
に
鞭
打
つ
残
酷
で
あ
っ
た
。
　
２　
天
明
の
飢
饉
仙
台
藩
の
飢
饉
の
な
か
で
も
激
甚
だ
っ
た
の
は
、
天
明
三
年
︵
一
七
八
三
︶
の
大
凶
作
に
始
ま
り
、
翌
年
秋
の
収
穫
が
な
る
ま
で
約
一
年
間
続
い
た
天
明
の
飢
饉
で
あ
る
。
犠
牲
者
の
数
は
、
源
意
成
﹃
飢
饉
録
﹄
に
よ
る
と
、
天
明
四
年
一
〇
月
よ
り
餓
死
の
者
が
段
々
出
て
翌
四
年
閏
一
月
ま
で
殊
の
外
死
亡
し
、
四
・
五
月
に
は
五
、六
歳
か
ら
一
二
、三
歳
の
子
供
の
倒
死
も
目
立
ち
、
餓
死
で
は
﹁
御
領
内
に
て
は
十
四
五
万
人
も
死
候
半
﹂
で
あ
っ
た
。
加
え
て
三
月
中
旬
よ
り
の
﹁
疫
疾
流
行
﹂
に
よ
っ
て
、﹁
都
て
右
両
様
に
て
は
御
領
内
の
者
三
十
万
人
も
死
候
半
と
申
唱
﹂
え
た
。︶19
︵
ま
た
、﹃
南
方
村
平
井
家
覚
書
﹄
に
﹁
諸
人
申
に
は
、
世
の
中
の
人
三
ケ
壱
は
死
失
申
由
申
唱
候
﹂、︶20
︵
 
﹃
人
首
風
土
記
﹄︵
伝
写
本
の
一
つ
︶
に
﹁
疫
病
以
之
外
在
之
、
御
分
領
百
万
人
の
員
数
之
中
、
疾
病
に
て
十
分
ノ
一
、十
万
人
程
も
病
死
仕
り
候
﹂︶21
︵
、
な
ど
と
も
み
え
る
。
右
の
﹃
飢
饉
録
﹄
が
述
べ
る
に
は
、
餓
死
者
が
出
始
め
た
の
は
天
明
三
年
一
〇
月
頃
か
ら
で
、
年
を
ま
た
ぐ
厳
寒
期
に
山
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
疫
病
の
流
行
は
翌
年
三
月
か
ら
と
時
期
が
後
ろ
に
ず
れ
て
い
た
。
そ
の
通
り
な
の
か
を
含
め
、
流
行
時
期
を
他
の
飢
饉
記
録
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
①
三
月
始
よ
り
世
上
疫
病
殊
之
外
は
や
り
、
四
月
ニ
至
り
け
れ
ば
、
家
毎
に
二
人
三
人
在
之
様
ニ
相
成
て
、︵
ほ
︶
と
〳
〵
死
失
候
事
。
／
︵
四
月
︶
疫
病
以
之
外
は
や
り
、
是
が
為
に
死
す
る
人
又
の
ご
と
し
。
家
ご
と
に
此
病
無
所
ハ
一
軒
も
有
ま
じ
。
／
︵
五
月
一
七
日
～
二
〇
日
頃
︶
役
病
尚
更
盛
り
ニ
相
成
り
、
是
か
為
ニ
命
ヲ
落
す
事
、
か
ぞ
ふ
る
に
い
と
ま
あ
ら
ず
。
何
レ
之
町
々
ニ
も
二
十
軒
一
二
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
三
十
軒
戸
を
さ
ゝ
ぬ
ハ
な
し
、
珍
敷
疫
病
な
り
。
／
五
月
廿
四
五
日
程
益
々
ゑ
き
れ
は
や
り
、
や
が
て
死
す
る
人
山
の
ご
と
し
。
わ
れ
ら
も
五
月
廿
九
日
重
キ
役
レ
︵
疫
癘
︶
ニ
懸
た
り
。︵﹃
天
明
度
仙
台
飢
饉
日
記
﹄、
著
者
不
詳
︶︶22
︵
。
②
︵
天
明
四
年
一
月
︶
此
節
諸
方
役
病
︵
疫
病
︶
大
流
行
に
て
人
死
す
事
日
に
何
人
と
云
。
遊
民
は
所
々
に
て
た
を
れ
死
し
。
／
同
年
三
月
よ
り
八
九
月
迄
役
病
大
に
は
や
り
、
御
城
下
は
不
及
申
、
在
々
一
个
村
に
て
十
人
二
十
人
或
は
家
内
不
残
死
す
る
も
あ
り
、︵
中
略
︶
尤
四
月
五
月
は
多
く
死
し
た
り
。︵﹃
天
明
三
癸
卯
凶
年　
天
保
四
癸
巳
凶
年
﹄︶︶23
︵
③
町
家
在
々
共
に
年
内
︵
天
明
三
年
︶
よ
り
熱
病
小
盗
多
く
︵
中
略
︶、
当
春
︵
天
明
四
年
︶
に
至
、
熱
病
弥
増
大
、︵﹃
凶
作
石
物
高
直
散
乱
次
第
﹄、
後
藤
定
安
著
︶︶24
︵
④
春
中
ゟ
飢
渇
之
上
年
中
疫
病
相
煩
、
家
内
不
残
死
絶
候
者
数
多
御
座
候
、
御
村
中
ニ
人
数
三
ケ
一
生
キ
残
リ
申
候
、︵﹃
諏
訪
神
社
筒
粥
記
﹄、
愛
子
・
諏
訪
神
社　
／
三
四
月
疫
病
大
ニ
流
行
人
死
申
候
︵﹃
暦
面
裡
書
﹄、
愛
子
・
石
垣
家
文
書
︶︶25
︵
⑤
其
上
飢
命
死
・
疫
病
死
二
月
ゟ
段
々
初
、
四
五
六
月
毎
日
死
亡
、
／
︵
五
月
末
・
六
月
初
頃
︶
疫
病
渇
命
毎
日
死
亡
、
不
及
吟
味
、︵﹃
加
納
家
の
記
録
﹄、
真
野
・
小
嶋
信
春
著
︶︶26
︵
⑥
夫
ゟ
段
々
世
上
流
行
致
三
四
五
六
月
時
分
弥
更
家
毎
に
相
満
、︵
中
略
︶
手
前
抔
に
て
も
家
内
中
壱
人
も
不
残
流
行
病
相
病
、
四
月
廿
二
日
ゟ
段
々
相
病
、
五
月
初
メ
迄
ニ
皆
々
平
臥
ニ
罷
成
、︵﹃
天
明
三
癸
卯
大
飢
饉
記
録
﹄、
曲
竹
・
我
妻
因
信
著
︶︶27
︵
⑦
四
月
五
月
と
な
り
人
死
多
く
其
上
疫
病
以
て
の
外
は
や
り
、
家
々
病
人
多
く
家
内
死
除
候
家
数
軒
有
之
、
又
は
忰
計
り
残
る
も
あ
り
、
︵﹃
卯
辰
凶
歳
世
話
物
語
﹄、
亘
理
・
鈴
木
保
造
著
︶︶28
︵
こ
れ
よ
り
み
れ
ば
、
天
明
四
年
三
月
～
六
月
が
流
行
の
最
盛
期
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
よ
り
早
く
、
年
内
︵
天
明
三
年
︶
の
う
ち
か
ら
︵
③
︶、
正
月
に
方
々
で
疫
病
大
流
行
︵
②
︶、
二
月
よ
り
始
ま
り
︵
⑤
︶、
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
後
八
、九
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
一
三
月
ま
で
続
い
た
︵
②
︶。
春
中
︵
一
月
～
三
月
︶
よ
り
飢
渇
に
加
え
﹁
年
中
疫
病
﹂︵
④
︶
と
あ
る
よ
う
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
苦
し
め
た
疫
病
だ
っ
た
。
右
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
三
月
以
前
に
疫
病
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
他
に
も
あ
る
。
仙
台
藩
領
北
部
の
磐
井
郡
の
﹁
東
山
北
方
飢
渇
文
書
﹂︶29
︵
中
の
肝
入
か
ら
大
肝
入
︵
鳥
畑
新
太
夫
︶
へ
出
し
た
天
明
四
年
閏
正
月
の
﹁
疫
病
ニ
而
死
亡
相
煩
候
者
の
書
上
﹂
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
天
明
三
年
一
〇
月
よ
り
、
上
折
壁
村
で
は
Ａ
病
死
四
四
人
、
Ｂ
全
快
し
な
い
者
三
四
人
、
Ｃ
全
快
し
た
が
﹁
疫
養
︵
療
養
︶﹂
一
六
人
、
下
折
壁
村
で
は
Ａ
四
二
人
︵
男
一
九
人
・
女
二
三
人
︶、
Ｂ
一
七
人
、
Ｃ
五
三
人
、
一
家
二
人
の
死
亡
七
軒
、
浜
横
沢
村
で
は
Ａ
八
九
人
、
Ｂ
五
一
人
、
Ｃ
六
九
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
疫
病
を
煩
う
者
へ
の
手
当
と
し
て
の
﹁
御
囲
籾
御
貸
方
﹂
に
関
し
て
の
書
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
前
の
一
月
二
一
日
の
大
肝
入
の
代
官
へ
の
囲
籾
二
五
石
拝
借
願
に
よ
る
と
、﹁
去
夏
中
よ
り
引
通
ニ
何
方
村
々
ニ
も
五
人
七
人
つ
ゝ
は
疫
病
相
煩
候
者
在
之
﹂
と
し
、
天
明
二
年
の
不
作
と
翌
三
年
に
か
け
て
の
江
戸
廻
米
に
よ
っ
て
同
三
年
の
大
凶
作
前
に
す
で
に
疲
弊
が
顕
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、﹁
去
年
十
月
頃
よ
り
甚
重
ク
相
煩
候
者
﹂
が
出
始
め
、﹁
上
折
壁
村
ニ
御
百
姓
人
頭
三
拾
八
人
此
人
数
百
七
拾
四
人
多
分
疫
病
相
煩
、
家
内
不
残
臥
居
候
者
ハ
親
類
組
合
之
内
よ
り
食
事
取
扱
罷
在
申
候
、
其
者
共
も
段
々
相
煩
﹂
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
疫
病
は
い
っ
た
ん
収
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
ふ
た
た
び
三
月
末
頃
よ
り
上
折
壁
・
下
折
壁
・
浜
横
沢
三
ケ
村
で
流
行
し
、
上
奥
玉
・
曾
慶
二
ケ
村
で
も
四
月
初
め
か
ら
流
行
し
た
︵
四
月
一
八
日
付
、
大
肝
入
上
申
︶。
第
二
波
と
い
っ
て
よ
い
が
、
他
地
域
と
同
様
の
流
行
に
突
入
し
た
こ
と
に
な
る
。
史
料
中
の
月
日
は
旧
暦
で
、
し
か
も
天
明
四
年
は
閏
月
が
あ
る
の
で
、
現
代
の
感
覚
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
よ
う
。
参
考
に
旧
暦
の
各
月
朔
日
の
新
暦
︵
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
︶
を
示
し
て
お
く
と
、
天
明
三
年
一
〇
月
︵
新
一
〇
月
二
六
日
︶、
一
一
月
︵
新
一
一
月
二
四
日
︶、
一
二
月
︵
新
一
二
月
二
四
日
︶、
同
四
年
一
月
︵
新
一
月
二
二
日
︶、
閏
一
月
︵
新
二
月
二
一
日
︶、
二
月
︵
新
三
月
二
一
日
︶、
三
月
︵
新
一
四
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
四
月
二
〇
日
︶、
四
月
︵
新
五
月
一
九
日
︶、
五
月
︵
新
六
月
一
八
日
︶、
六
月
︵
新
七
月
一
七
日
︶、
七
月
︵
新
八
月
一
六
日
︶、
八
月
︵
新
九
月
一
五
日
︶、
九
月
︵
新
一
〇
月
一
四
日
︶、
一
〇
月
︵
新
一
一
月
一
三
日
︶
で
あ
る
。
流
行
期
の
三
～
六
月
は
、
新
暦
で
い
え
ば
四
月
下
旬
～
八
月
前
半
に
該
当
し
、
梅
雨
期
が
ち
ょ
う
ど
流
行
の
最
中
と
な
る
。
こ
の
疫
病
の
症
状
に
つ
い
て
は
、
③
が
﹁
熱
病
﹂
と
記
し
て
い
る
が
、
体
験
的
に
よ
く
知
っ
て
い
た
症
状
の
た
め
か
、
具
体
的
に
書
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。︶30
︵
食
料
不
足
で
身
体
が
弱
っ
た
と
き
に
活
性
化
し
、
流
行
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
腸
チ
フ
ス
を
主
と
し
た
熱
性
の
伝
染
病
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
猖
獗
ぶ
り
が
い
か
ん
な
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
家
族
が
次
々
感
染
し
、
死
に
絶
え
て
し
ま
う
家
も
あ
り
、
村
の
人
口
が
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
①
や
⑥
の
筆
者
も
こ
の
疫
病
に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
死
か
ら
は
免
れ
た
。
⑥
は
肝
入
家
で
あ
る
が
、
右
の
引
用
に
続
き
、
皆
が
﹁
平
臥
﹂
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
朝
夕
の
飯
仕
度
も
で
き
ず
、
よ
う
や
く
熱
の
さ
め
た
者
が
﹁
頭
ヲ
ゆ
ひ
杖
を
つ
き
﹂
飯
仕
度
を
し
て
長
々
の
難
儀
を
乗
り
切
っ
た
が
、
田
畑
の
植
え
仕
付
な
ど
思
う
余
裕
も
な
く
﹁
今
日
死
ル
歟
明
日
カ
ト
斗
思
居
様
﹂
な
日
々
だ
っ
た
。︶31
︵
た
だ
、
疫
病
で
は
な
く
て
﹁
悪
風
流
行
﹂
に
よ
っ
て
家
並
に
病
人
が
出
て
煩
っ
た
と
す
る
記
録
が
あ
る
。
伊
具
郡
角
田
町
で
あ
る
が
、
天
明
四
年
六
月
末
頃
か
、
町
・
城
内
が
﹁
は
や
り
風
﹂
に
よ
り
、
足
軽
を
含
め
て
、
一
日
に
五
、六
人
ま
た
は
八
、九
人
ず
つ
も
死
亡
し
た
。
薬
用
も
な
ら
ず
米
類
を
食
べ
な
い
た
め
に
快
気
に
お
よ
び
か
ね
果
て
た
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
と
す
れ
ば
、
前
述
の
疫
病
最
盛
期
も
終
わ
り
に
向
か
っ
た
頃
の
流
行
に
な
る
︵﹃
飢
饉
鑑
、
丸
森
・
鈴
木
庄
之
助
著
︶︶32
︵
。
大
凶
作
年
の
翌
年
は
、
深
刻
な
苗
不
足
に
よ
っ
て
多
く
の
不
仕
付
地
が
発
生
し
た
。
天
明
四
年
の
場
合
に
は
加
え
て
疫
病
の
流
行
が
田
植
え
な
ど
農
耕
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
は
、
宝
暦
の
飢
饉
あ
る
い
は
次
に
み
る
天
保
の
飢
饉
以
上
に
飢
饉
記
録
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、﹁︵
天
明
四
年
︶
田
う
へ
は
や
く
心
懸
る
と
い
へ
ど
も
、
飢
饉
疫
癘
の
た
め
に
人
痛
み
、
精
力
お
と
ろ
ひ
、
兎
角
後
れ
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
一
五
て
例
年
よ
り
遅
し
︵﹃
天
明
飢
饉
﹄、
著
者
不
詳
︶︶33
︵
。﹁
其
中
に
飯
料
無
之
者
、
又
は
熱
病
に
て
遅
候
者
は
、
五
月
廿
八
九
日
の
田
う
へ
、
入
梅
よ
り
三
十
日
下
り
秋
作
無
心
元
﹂﹁
田
丁
所
々
に
多
植
付
候
内
に
も
、夏
中
飯
料
無
之
者
、又
は
熱
病
に
て
植
付
候
侭
に
て
、野
草
不
引
、
田
丁
両
様
取
合
夥
敷
、
御
損
石
﹂︵﹃
凶
作
石
物
高
直
散
乱
次
第
﹄︶34
︵
、﹁︵
天
明
四
年
︶
四
月
廿
六
日
ゟ
田
植
取
付
候
処
、︵
中
略
︶
村
々
荒
所
多
、
植
付
候
者
共
病
人
多
故
草
取
不
申
荒
所
同
然
、
畑
作
も
同
前
﹂︵﹃
加
納
家
の
記
録
﹄︶35
︵
︶
な
ど
と
、
田
植
え
や
草
取
り
が
で
き
な
か
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
３　
天
保
の
飢
饉
天
保
の
飢
饉
は
天
保
三
︵
一
八
三
二
︶、
四
年
頃
か
ら
同
九
年
頃
に
か
け
て
続
い
た
︵
同
五
年
の
み
は
豊
作
︶。
天
保
四
年
・
同
七
年
が
大
凶
作
、
そ
の
翌
年
に
か
け
て
飢
饉
と
な
り
、
二
度
の
山
が
あ
っ
た
。
仙
台
藩
領
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
天
保
五
年
と
同
八
年
に
飢
饉
に
伴
う
疫
病
流
行
が
み
ら
れ
、
と
く
に
同
八
年
の
ほ
う
が
激
し
か
っ
た
。
藩
領
全
体
で
ど
れ
だ
け
の
飢
饉
死
者
︵
餓
死
・
疫
死
︶
が
出
た
の
か
、
た
と
え
ば
、
天
保
八
年
春
以
来
﹁
度
々
之
死
疫
癘
流
行
﹂
で
﹁
分
領
中
﹂︵
仙
台
藩
領
︶
一
〇
万
人
ほ
ど
が
死
ん
だ
と
い
う
当
時
の
風
聞
が
あ
る
︵﹃
天
保
凶
作
天
候
記
録
﹄、
和
山
文
書
︶︶36
︵
。
拙
稿
で
死
者
数
の
各
種
デ
ー
タ
を
紹
介
し
、
天
保
の
飢
饉
で
は
数
万
人
か
ら
一
〇
万
人
の
死
者
か
と
幅
を
も
っ
て
理
解
し
て
お
い
た
。︶37
︵
石
巻
地
方
や
磐
井
郡
な
ど
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
天
保
期
に
な
る
と
天
明
期
と
は
違
っ
て
、
人
数
改
帳
な
ど
農
村
史
料
が
豊
富
に
な
る
の
で
、
村
ご
と
の
き
め
細
か
い
分
析
が
可
能
と
な
る
。︶38
︵
﹃
天
保
荒
世
記
﹄︵
著
者
不
詳
︶
は
、
天
保
三
年
一
一
月
三
日
﹁
此
節
世
上
軽
疫
流
行
﹂、
同
七
日
﹁
軽
邪
ニ
て
世
上
ニ
病
人
多
﹂、
翌
年
二
月
二
日
﹁
此
節
所
々
ニ
疫
病
流
行
﹂、
三
月
﹁
諸
方
ニ
疫
病
流
行
﹂
と
記
す
。
四
月
一
六
日
に
は
名
前
を
知
る
人
が
﹁
疫
ニ
て
病
死
﹂
し
た
。︶39
︵
記
事
内
容
か
ら
筆
者
は
仙
台
城
下
の
住
人
か
と
思
わ
れ
る
が
、
始
め
は
﹁
軽
疫
﹂
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
天
保
四
年
三
月
、
疫
病
流
一
六
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
行
で
行
倒
れ
の
病
人
が
多
く
、﹁
困
究
之
者
﹂
の
薬
用
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
し
て
、
医
学
校
で
来
る
一
六
日
よ
り
凡
下
・
扶
持
人
、
町
方
寺
社
門
前
の
者
、
諸
侍
宿
守
に
﹁
施
薬
﹂
す
る
と
の
達
し
が
あ
っ
た
。︶40
︵
﹃
天
保
飢
饉
録
﹄
も
、
天
保
四
年
の
箇
所
に
、
城
下
・
在
々
と
も
に
疫
癘
が
大
に
流
行
し
、
人
が
多
く
死
亡
し
た
と
記
す
が
、︶41
︵
同
様
の
時
期
の
流
行
を
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
、
天
保
四
年
秋
の
大
凶
作
前
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
流
行
を
飢
饉
に
伴
う
疫
病
と
は
い
い
が
た
い
。
飢
饉
状
態
の
最
初
の
山
と
な
っ
た
天
保
四
・
五
年
の
疫
病
の
流
行
状
況
か
ら
み
て
い
こ
う
。
①
当
月
︵
天
保
五
年
三
月
︶
よ
り
四
五
月
の
頃
迄
、
疫
病
沢
山
に
は
や
り
、
御
城
下
は
家
ご
め
村
々
も
同
じ
く
壱
軒
の
家
に
も
三
人
位
御
座
候
。
疫
病
に
て
死
す
る
者
沢
山
に
御
座
候
事
。
何
れ
八
九
月
の
頃
に
罷
成
候
得
ば
病
気
も
少
々
不
足
罷
成
候
、︵﹃
天
保
四
年
凶
作
之
心
覚
﹄、
著
者
不
詳
︶︶42
︵
②
︵
天
保
五
年
三
月
二
八
日
︶
去
年
中
不
気
候
ゆ
ゑ
、
時
疫
流
行
、
／
︵
天
保
五
年
四
月
二
九
日
︶
疫
病
旧
冬
よ
り
所
々
に
有
之
候
処
、
頃
日
ニ
相
成
以
て
の
外
流
行
大
込
り
也
。︵
中
略
︶
都
て
他
郡
共
ニ
疫
疾
時
行
ニ
付
、︵﹃
天
保
四
癸
巳
年
凶
作
日
記
附
﹄、
上
胆
沢
水
沢
・
江
右
近
教
直
著
︶︶43
︵
③
︵
天
保
五
年
三
月
一
日
︶
世
中
疫
せ
ん
多
く
、
死
人
多
し
、
／
︵
天
保
五
年
四
月
一
〇
日
︶
世
上
時
［
疫
］［　
　
］
流
行
、
死
人
多 
し
、
／
︵
一
一
日
︶
世
中
疫
病
多
く
、
死
人
多
し
、︵﹃
天
保
凶
歳
日
記
﹄、
藩
士
・
別
所
万
右
衛
門
著
︶︶44
︵
こ
れ
か
ら
す
る
と
、天
保
四
年
の
冬
か
ら
疫
病
が
出
始
め
て
い
た
が
、顕
著
に
な
っ
た
の
は
翌
五
年
三
月
か
ら
で
、四
、五
月
に
流
行
し
、
八
、九
月
頃
に
は
終
息
に
向
か
っ
た
。
ち
な
み
に
各
月
朔
日
の
新
暦
は
天
保
五
年
三
月
が
新
四
月
九
日
、
四
月
が
新
五
月
一
九
日
、
五
月
が
新
六
月
七
日
、
八
月
が
新
九
月
三
日
に
あ
た
る
。
天
明
の
飢
饉
の
流
行
時
期
と
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
②
は
、
引
用
の
よ
う
に
記
し
つ
つ
も
、
中
略
の
箇
所
に
、﹁
先
年
の
凶
年
﹂︵
す
な
わ
ち
天
明
の
飢
饉
︶
の
時
は
い
た
っ
て
時
行
︵
は
や
り
︶、
四
月
、
五
月
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
一
七
頃
は
疫
病
ま
た
は
飢
死
の
者
が
沢
山
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
︵
天
保
五
年
︶
は
そ
の
よ
う
で
は
な
く
、
ま
れ
に
疫
病
で
死
人
が
出
て
い
る
程
度
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
、
時
疫
の
こ
と
な
の
で
、
銘
々
が
覚
悟
し
て
む
や
み
に
外
出
す
る
こ
と
は
控
え
た
と
あ
る
。﹁
飢
饉
の
者
﹂
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
扶
食
を
相
応
に
持
っ
て
い
る
者
で
も
﹁
青
脹
に
な
り
、
病
臥
候
者
﹂
も
ま
れ
に
は
い
た
が
、
そ
れ
は
過
分
に
食
べ
過
ぎ
て
、﹁
時
の
気
候
﹂
に
当
た
っ
た
か
ら
と
、
前
述
の
﹁
飢
病
︵
が
し
病
︶﹂
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
①
や
③
か
ら
受
け
る
印
象
と
は
や
や
異
な
る
が
、
こ
の
ほ
う
が
実
情
に
近
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
社
会
現
象
と
し
て
は
、
他
領
か
ら
入
り
込
む
流
民
の
死
に
倒
れ
、
疫
病
が
目
立
っ
た
。
藩
の
北
部
に
知
行
地
が
あ
っ
た
杉
村
弥
兵
衛
の
﹃
凶
歳
留
﹄
に
、
天
保
五
年
四
月
頃
よ
り
段
々
暑
気
に
な
っ
て
﹁
熱
病
﹂
が
は
や
り
多
く
人
が
死
ん
だ
が
、﹁
海
道
辺
山
々
迄
﹂
も
死
人
が
多
く
み
ら
れ
、
こ
れ
は
た
ぶ
ん
﹁
秋
田
他
国
の
人
な
り
﹂
と
認
識
し
て
い
る
。︶45
︵
天
保
四
・
五
年
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
出
羽
方
面
に
飢
饉
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、
流
民
化
し
て
仙
台
領
へ
入
り
込
ん
で
き
た
。︶46
︵
こ
の
こ
と
は
③
六
月
一
〇
日
記
事
に
も
み
え
、
ど
こ
か
ら
と
は
書
い
て
い
な
い
が
、
仙
台
城
下
へ
流
民
が
入
り
込
み
、
制
導
役
四
人
が
見
当
次
第
に
召
連
れ
、
芭
蕉
の
辻
よ
り
北
は
大
法
寺
へ
入
れ
、
南
は
下
川
原
へ
入
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
筆
者
の
目
に
は
、﹁
兎
角
流
民
途
中
死
倒
レ
候
ヘ
ハ
、
流
行
之
疫
癘
ニ
も
相
成
候
事
、
被
禁
事
ニ
相
見
得
申
候
﹂︶47
︵
と
、
流
民
が
疫
病
の
発
生
源
に
な
る
か
と
心
配
さ
れ
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
狩
り
込
み
、
隔
離
と
思
わ
れ
て
い
た
。
天
保
七
、八
年
の
疫
病
流
行
に
移
ろ
う
。
流
行
時
期
に
関
す
る
箇
所
を
同
様
に
あ
げ
て
お
く
。
④
︵
天
保
八
年
四
月
三
日
︶
は
し
か
大
は
や
り
、
何
れ
も
軽
し
。
／
︵
五
月
一
二
日
︶
役
病
は
や
り
人
多
く
死
す
。
所
々
に
て
遊
民
た
お
れ
、
／
︵
五
月
二
九
日
︶
役
病
大
に
は
や
り
所
方
に
て
人
多
く
死
す
。
日
々
そ
ふ
式
有
。
／
︵
七
月
八
日
︶
所
々
役
病
に
て
人
多
く
死
す
。
そ
う
れ
い
多
く
出
る
、︵﹃
天
明
三
癸
卯
凶
年 　
天
保
四
癸
巳
凶
年
﹄︶。︶48
︵
⑤
︵
天
保
八
年
四
月
一
二
日
︶
麻ハシ
カ疹
流
行
、
拾
四
五
年
来
ニ
而
流
行
也
。
疫
病
所
々
ニ
有
、
当
時
大
流
行
ニ
あ
ら
す
、
／
︵
四
月
二
九
一
八
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
日
︶
世
間
病
人
死
人
多
し
、
少
し
疫
流
な
り
、︵﹃
天
保
凶
歳
日
記
﹄︶︶49
︵
⑥
︵
天
保
八
年
︶
疫
病
三
月
頃
よ
り
流
行
、
六
七
月
に
至
り
甚
敷
八
九
月
に
及
ん
で
少
し
薄
く
、
追
々
天
保
九
年
迄
引
通
し
流
行
人
死
す
る
事
夥
し
。
天
保
八
年
五
月
前
よ
り
は
六
月
に
至
り
麦
へ
喰
付
て
よ
り
死
す
る
人
十
倍
な
り
。︵﹃
春
旃
夜
話
﹄、
渋
民
・
芦
持
僚
著
︶︶50
︵
⑦
︵
天
保
七
年
飢
饉
の
事
︶
御
郡
中
江
十
月
上
旬
よ
り
在
々
町
々
浜
々
迄
︵
中
略
︶
御
施
粥
御
救
助
被
成
下
、︵
中
略
︶
右
御
粥
頂
戴
致
候
程
の
者
共
は
、
前
廉
よ
り
大
に
弱
り
居
候
故
か
、
千
人
の
者
は
六
百
人
は
死
亡
、
四
百
人
は
助
り
申
事
に
候
。︵
中
略
︶
御
郡
中
に
て
死
亡
相
成
者
六
千
余
人
と
申
風
聞
。
右
死
亡
の
者
、
三
千
人
は
餓
死
、
三
千
人
は
流
行
病
痢
病
に
て
死
亡
と
風
唱
に
在
之
候
。
︵
中
略
︶
十
一
月
頃
よ
り
翌
年
四
月
頃
迄
死
亡
の
者
多
し
、
同
五
月
よ
り
死
亡
の
者
稀
に
相
成
申
事
に
候
。
／
︵
天
保
七
年
不
気
候
万
変
の
事
︶
春
よ
り
漆
瘡
、
疥
癬
、
秋
分
迄
流
行
成
候
事
、︵﹃
天
保
耗
歳
鑑
﹄︶。︶51
︵
仙
台
藩
領
の
内
で
も
飢
饉
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ
た
の
は
⑦
の
石
巻
地
方
・
牡
鹿
郡
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
は
天
保
七
年
、
気
候
不
順
で
秋
ま
で
漆
瘡
︵
湿
瘡
か
︶、
疥
癬
の
皮
膚
病
が
流
行
し
た
と
い
う
。
同
一
〇
月
︵
新
一
一
月
九
日
、
朔
日
以
下
同
︶
に
困
窮
者
へ
の
施
粥
が
下
さ
れ
た
が
、
そ
の
六
割
が
死
亡
、
四
割
は
助
命
、
郡
中
死
亡
者
六
千
人
の
う
ち
半
数
が
餓
死
、
半
数
が
流
行
病
・
疫
病
と
い
う
。
天
保
七
年
の
一
一
月
︵
新
一
二
月
八
日
︶
～
翌
八
年
四
月
︵
新
五
月
五
日
︶
が
盛
期
で
、
そ
の
分
早
く
収
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
天
保
六
年
も
凶
作
年
だ
っ
た
の
で
そ
の
影
響
も
強
く
働
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
⑥
の
磐
井
郡
も
厳
し
か
っ
た
地
域
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
疫
病
が
天
保
八
年
の
三
月
︵
新
四
月
五
日
︶
～
八
月
︵
新
八
月
三
一
日
︶・
九
月
︵
新
九
月
三
〇
日
︶、
と
り
わ
け
六
月
︵
新
七
月
三
日
︶、
七
月
︵
新
八
月
一
日
︶
に
流
行
し
た
。
こ
れ
は
天
明
四
年
や
天
保
五
年
の
パ
タ
ー
ン
に
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
天
保
九
年
ま
で
流
行
を
引
き
ず
っ
て
、
長
く
悩
ま
さ
れ
た
。
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
一
九
そ
れ
に
対
し
て
④
、
⑤
は
仙
台
城
下
か
ら
み
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
か
、
と
く
に
⑤
は
天
保
八
年
四
月
頃
、
疫
病
は
あ
る
も
の
の
大
流
行
で
は
な
い
と
し
、む
し
ろ
麻
疹
︵
は
し
か
︶
の
ほ
う
が
一
四
、五
年
ぶ
り
の
流
行
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、軽
か
っ
た
よ
う
だ
。
⑥
に
は
天
保
八
年
五
、六
月
頃
、
麦
の
収
穫
期
に
な
る
が
、
麦
を
食
い
つ
け
て
死
者
が
十
倍
と
書
か
れ
て
い
る
。
前
述
の
﹁
飢
病
︵
が
し
や
ま
い
︶﹂
に
あ
た
る
。
他
記
録
に
、﹁︵
天
保
八
年
五
月
二
〇
日
︶
此
節
、
所
々
ニ
て
、
病
人
多
分
ニ
御
座
候
。
就
中
、
餓
死
負
け
多
分
ニ
相
見
へ
申
候
﹂︵﹃
天
保
年
間
記
録
﹄、
著
医
者
不
詳
︶︶52
︵
、﹁
天
保
酉
八
年
。
正
月
ゟ
が
し
ま
け
に
て
多
く
人
民
死
す
。︵
中
略
︶
人
民
が
し
ま
け
に
て
、
高
城
町
に
て
春
ゟ
七
月
迄
に
て
七
百
人
程
死
。
初
原
に
て
は
四
拾
人
程
死
。
桜
渡
戸
ニ
て
ハ
二
十
四︵カ︶人
程
死
﹂︵﹃
宮
城
郡
地
方
年
中
記
録
﹄、
銀
右
衛
門
元
茂
著
︶︶53
︵
、
ま
た
、
前
出
﹃
飢
饉
鑑
﹄
に
も
﹁
餓
死
負
け
﹂
が
み
え
、︶54
︵
﹁
餓
死
負
け
﹂
と
表
現
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。﹁
飢
病
﹂
と
同
様
の
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
疫
病
、
麻
疹
、
餓
死
病
に
加
え
て
﹁
風
邪
﹂
の
流
行
を
記
す
記
録
も
あ
る
。
近
江
商
人
中
井
家
の
﹃
近
江
日
野
資
料
﹄
に
な
る
が
、
仙
台
店
︵
中
井
新
三
郎
・
同
長
兵
衛
︶
よ
り
近
江
の
本
店
︵
中
井
源
左
衛
門
・
宗
兵
衛
︶
へ
宛
て
た
天
保
八
年
一
月
三
日
の
手
紙
に
、﹁︵
城
下
以
外
の
近
在
遠
在
山
根
は
︶
渇
死
人
夥
敷
︵
中
略
︶、
此
年
︵
天
保
七
年
︶
も
多
く
死
人
御
座
候
由
、
乍
併
元
来
粗
食
方
に
付
、
多
分
疫
癘
に
て
落
命
仕
候
由
、︵
中
略
︶
当
年
は
疫
病
薄
に
て
大
悦
致
居
候
得
共
、
昨
秋
よ
り
の
粗
食
候
得
ば
、
右
病
気
も
自
然
流
行
仕
候
半
歟
と
心
痛
仕
り
居
り
候
﹂︶55
︵
と
、
疫
癘
・
疫
病
の
流
行
お
よ
び
今
後
の
懸
念
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
点
は
他
の
記
録
と
変
わ
り
な
い
が
、
同
三
月
二
一
日
の
手
紙
に
は
﹁
専
ら
時
疫
ま
ざ
り
の
風
邪
流
行
仕
候
﹂︶56
︵
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
天
保
八
年
の
流
行
は
、
天
明
四
年
や
天
保
五
年
の
﹁
疫
病
︵
熱
病
︶﹂
流
行
と
同
様
の
傾
向
を
基
本
と
し
な
が
ら
、地
域
に
よ
っ
て
麻
疹
、風
邪
の
流
行
も
交
じ
り
、
複
合
的
な
様
相
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
二
〇
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
二　
疫
病
・
疫
死
者
へ
の
社
会
的
対
応
　
大
飢
饉
と
な
れ
ば
、
飢
え
の
深
刻
化
と
と
も
に
疫
病
が
人
々
を
襲
い
、
数
多
の
人
命
を
奪
っ
て
い
た
。
天
明
の
飢
饉
が
そ
の
典
型
で
、
天
保
の
飢
饉
な
ど
も
そ
う
し
た
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
あ
ら
た
め
て
飢
饉
に
は
疫
病
が
付
き
物
、
と
い
う
こ
と
が
同
時
代
人
の
観
察
か
ら
実
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
そ
し
て
、
た
だ
疫
病
の
流
行
に
苦
し
め
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
疫
病
や
疫
死
者
に
対
し
て
そ
の
地
域
社
会
が
ど
の
よ
う
な
反
応
な
り
対
応
を
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
こ
と
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
飢
饉
記
録
は
そ
の
こ
と
に
必
ず
し
も
応
え
て
く
れ
な
い
が
、
状
況
は
あ
る
程
度
想
像
で
き
る
。
天
明
の
飢
饉
で
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
記
述
が
目
に
入
る
。
①
春
は
急
渇
者
共
飢
死
、
四
月
ゟ
末
ハ
病
気
ニ
而
死
申
候
、
御
城
下
在
々
駅
々
共
不
知
其
員
ヲ
、
近
所
合
壁
者
病
死
致
候
迚
も
悔
見
舞
等
無
之
候
、︵﹃
天
明
凶
歳
録
﹄、
著
者
不
詳
︶︶57
︵
②
其
家
壱
人
も
不
残
死
失
申
家
も
御
座
候
、
扨
は
弐
人
参
人
宛
死
申
に
付
、
兄
弟
や
近
き
親
類
相
果
候
而
も
一
向
出
入
も
無
御
座
候
。
扨
て
哀
成
事
に
御
座
候
。
依
去
死
人
取
仕
舞
に
弐
貫
文
参
貫
文
宛
に
而
人
相
雇
、
野
辺
之
充
仕
舞
仕
由
。︵﹃
南
方
村
平
井
家
覚
書
﹄︶58
︵
③
︵
疫
病
流
行
、
死
失
で
︶
そ
ふ
れ
等
も
桶
或
ハ
棺
又
菰
包
み
て
、
宅
届
に
も
参
ル
人
ハ
壱
人
も
な
く
、
犬
猫
ヲ
取
仕
廻
候
も
同
然
な
り
、
／
町
々
商
人
共
一
宇
表
板
戸
さ
し
か
た
め
、
盆
正
月
抔
の
休
日
の
体
な
り
。
往
還
の
人
も
ま
れ
ニ
し
て
甚
だ
ぶ
つ
そ
う
第
一
な
り
、
／
往
還
何
方
も
死
人
斗
ニ
て
此
息
重
も
〳
〵
敷
、
往
還
穢きたな
くて
、
通
る
人
も
鼻
を
ふ
さ
ぎ
て
過
る
事
な
り
、︵﹃
天
明
度
仙
台
飢
饉
日
記
﹄︶︶59
︵
④
疫エキ
癘レイ
行
わ
れ
戸
々
人
々
其
病
に
な
や
ま
さ
れ
す
と
い
ふ
者
な
く
︵
中
略
︶、
疫
死
す
る
者
又
多
し
、
然
れ
と
も
親
戚セキ
兄
弟
多
も
其
伝
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
二
一
染セン
た
ら
ん
事
を
恐
れ
て
と
ふ
ら
ひ
よ
る
者
も
な
く
、
乞
食
を
雇ヤト
ひ
非
人
を
か
た
ら
ひ
其
か
ば
ね
を
土
に
埋ウツ
ミ
、
法
筵
の
式
も
絶タ
へ
愁シウ
喪ソウ
の
祀マツリり
も
す
た
れ
て
、︵
中
略
︶
た
ま
〳
〵
此
病
を
の
か
る
ゝ
者
は
其
病
る
も
の
ゝ
門
に
た
も
た
ゝ
す
故
に
、
辺
土
な
る
地
ハ
枝
茂
り
て
天
を
覆
へ
と
も
斧
を
用
ひ
す
、
草
深
く
し
て
道
を
さ
へ
き
れ
と
も
鎌
を
い
れ
す
、
往
来
既
に
絶
ん
と
す
る
程
な
り
ケ
れ
ハ
、
市
中
の
住
居
と
い
へ
と
も
荊ケイ
葛カツ
窓
を
う
つ
ミ
︵
下
略
︶︵﹃
天
明
録
﹄、
著
者
不
詳
︶︶60
︵
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
①
近
所
や
壁
を
隔
て
隣
合
っ
て
い
る
者
が
病
死
し
て
も
悔
や
み
や
見
舞
に
行
く
者
が
な
い
、
②
兄
弟
や
近
い
親
類
で
も
出
入
り
し
な
い
、
③
葬
礼
な
ど
に
行
く
人
は
一
人
も
い
な
い
、
と
あ
る
。
そ
れ
は
、
②
③
に
あ
る
よ
う
に
家
ご
と
に
二
人
、
三
人
と
死
ぬ
状
態
で
、
と
て
も
他
家
の
こ
と
に
目
を
向
け
る
余
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
④
の
よ
う
に
疫
死
に
は
親
戚
や
兄
弟
が
多
く
い
て
も
、
疫
病
が
感
染
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
来
る
者
が
お
ら
ず
、
疫
病
へ
の
感
染
を
避
け
た
い
と
の
意
識
が
つ
よ
く
働
い
て
い
た
。
死
人
の
﹁
取
仕
舞
︵
廻
︶﹂
は
、
②
人
を
お
金
で
雇
っ
て
野
辺
︵
墓
地
︶
に
埋
葬
、
④
お
金
で
﹁
乞
食
﹂
や
﹁
非
人
﹂
を
雇
っ
て
屍
を
土
に
埋
め
て
も
ら
う
と
あ
っ
て
、他
者
に
ま
か
せ
た
。
僧
侶
を
頼
み
、親
戚
・
縁
者
が
集
ま
り
葬
礼
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
④
に
よ
る
と
、疫
病
か
ら
た
ま
た
ま
逃
れ
ら
れ
た
者
も
病
者
の
家
に
近
づ
か
ず
、そ
の
た
め﹁
辺
土
﹂︵
田
舎
、農
村
︶で
は
枝
茂
り
草
茫
々
と
な
っ
て
往
来
が
絶
え
、
市
中
の
住
居
も
荊
や
葛
に
窓
を
ふ
さ
が
れ
る
有
様
だ
っ
た
。
③
の
城
下
の
商
人
が
表
板
戸
を
堅
く
閉
じ
て
い
た
の
は
、
不
景
気
で
商
売
が
成
り
立
た
ず
盗
み
や
物
乞
い
へ
の
防
御
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
疫
病
か
ら
身
を
守
る
た
め
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
往
還
を
歩
く
人
は
城
下
で
も
少
な
く
、
引
き
籠
り
の
暮
ら
し
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
そ
の
往
還
も
い
た
る
と
こ
ろ
に
行
倒
れ
の
死
人
が
多
く
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
死
臭
に
よ
る
汚
さ
で
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
通
っ
た
と
い
う
。
天
保
の
飢
饉
で
も
、﹁
病
人
あ
り
と
も
見
聞
人
も
な
く
死
人
あ
り
て
も
悔
む
人
な
し
、
一
向
常
の
如
く
に
し
て
忌
中
と
云
も
弔
と
申
も
の
な
し
﹂︵﹃
春
旃
夜
話
﹄︶︶61
︵
な
ど
と
あ
り
、
天
明
の
飢
饉
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
人
々
の
間
は
隔
絶
し
て
い
た
。
多
く
述
べ
る
必
二
二
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
﹃
天
保
飢
饉
録
﹄
に
よ
る
と
、
石
巻
の
永
巌
寺
の
西
裏
に
大
石
を
立
て
て
、﹁
天
保
七
八
飢
饉
亡
霊
、
有
無
両
縁
三
界
万
霊
﹂
と
刻
ん
だ
塚
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
餓
死
者
を
幾
人
と
な
く
一
穴
に
捨
て
置
き
、
追
々
土
を
覆
い
、
碑
を
立
て
た
所
で
、﹁
実
に
か
な
し
む
べ
き
事
﹂
で 
あ
っ
た
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
そ
の
頃
半
日
も
旅
行
す
れ
ば
、
路
傍
に
死
骸
を
見
な
い
こ
と
は
な
く
、
検
使
の
役
人
が
来
て
調
べ
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
犬
・
烏
が
喰
い
裂
き
醜
気
が
鼻
を
さ
し
、
や
む
な
く
路
傍
に
埋
め
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ
た
。︶62
︵
ま
た
、
仙
台
城
下
で
は
天
神
下
へ
﹁
流
民
御
救
﹂
の
小
屋
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
こ
で
粥
の
施
行
が
あ
り
、
小
屋
内
で
病
気
と
な
っ
た
者
に
は
薬
を
与
え
、
死
ん
だ
者
は
棺
に
入
れ
て
葬
り
、
金きん
勝しょう
寺
で
法
名
を
授
、
日
々
施
餓
鬼
の
供
養
を
修
行
し
た
。
こ
れ
は
大
町
佐
藤
助
右
衛
門
と
河
原
町
錦
織
氏
の
両
人
の
手
配
と
い
う
。︶63
︵
﹃
近
江
日
野
資
料
﹄︵﹁
仙
台
店
天
保
八
年
手
紙
﹂
三
月
廿
一
日
︶
に
も
、﹁
旧
冬
よ
り
春
に
相
渉
り
流
民
死
人
不
怪
候
由
承
申
、
右
に
付
、
於
御
上
様
に
施
餓
鬼
御
施
行
、
天
神
下
於
徳
泉
寺
過
日
廿
五
日
よ
り
二
夜
三
日
の
御
修
行
。
尚
亦
同
所
金
勝
寺
に
も
御
同
様
に
被
為
相
行
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
。︶64
︵
金
勝
寺
に
は
﹁
天
保
九
年
三
月
日
建
﹂
の
﹁
丙
申
殍ひよ
う
ぼ
う氓
叢
く
さ
む
ら
塚づか
之
碑
﹂
が
あ
り
、
そ
の
碑
に
は
佐
藤
季
明
︵
助
右
衛
門
︶
の
事
績
と
と
も
に
﹁
其
の
疫
死
者
久
し
く
餓
ゑ
驟にわ
か
に
食
ひ
て
亡
す
る
者
凡
そ
二
千
七
百
余
人
な
り
﹂
と
刻
ま
れ
て
い
る
︵﹁
叢
塚
の
事
﹂︶︶65
︵
。
餓
死
者
・
疫
死
者
の
扱
い
、
供
養
に
つ
い
て
は
述
べ
る
べ
き
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
。
疫
病
流
行
の
際
に
は
そ
の
退
散
・
予
防
を
願
っ
て
、
修
験
な
ど
宗
教
者
の
祈
祷
・
呪
力
へ
の
期
待
、
そ
し
て
地
域
社
会
に
お
け
る
疫
病
送
り
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
、
ま
す
ま
す
盛
行
・
盛
大
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
明
の
飢
饉
下
の
疫
病
流
行
の
時
期
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
飢
饉
記
録
を
み
る
限
り
、
住
民
が
関
与
し
た
修
験
・
寺
院
の
祈
祷
あ
る
い
は
疫
病
送
り
の
行
事
を
記
す
も
の
が
な
い
。
餓
死
か
ら
疫
死
へ
飢
饉
状
態
が
さ
ら
に
悪
化
し
、
世
間
が
隔
絶
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
実
施
の
仕
飢
饉
に
伴
う
疫
病
―
仙
台
藩
の
場
合
―
二
三
様
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
っ
た
。
大
寺
は
と
も
か
く
、
小
さ
な
寺
庵
や
修
験
も
生
死
の
際
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
み
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
天
保
の
飢
饉
と
な
る
と
、
天
保
五
年
の
流
行
時
に
は
、
寺
社
に
よ
る
祈
祷
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
こ
で
は
上
胆
沢
水
沢
の
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。﹃
天
保
四
癸
巳
年
凶
作
日
記
附
﹄
に
よ
る
と
、
天
保
五
年
三
月
二
八
日
の
記
事
に
﹁
去
月
中
よ
り
所
々
に
て
五
穀
成
就
の
御
祈
祷
あ
り
。
当
所
に
て
も
、
八
幡
ニ
も
あ
り
。
袋
町
の
天
王
様
ニ
も
、
五
穀
成
就
。
尚
去
年
中
不
気
候
ゆ
ゑ
、
時
疫
流
行
、
諸
人
難
儀
致
し
候
ニ
付
、
百
个
日
護
摩
祈
祷
有
之
、
今
日
御
城
内
町
場
共
ニ
御
神
輿
被
相
廻
候
事
﹂
と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
四
月
二
九
日
﹁
都
て
他
郡
共
ニ
疫
疾
時
行
ニ
付
、
御
上
様
よ
り
御
国
中
所
々
に
て
、
疫
病
消
除
、
五
穀
成
就
の
御
祈
祷
被
成
下
候
。
当
郡
ハ
塩
釜
に
て
法
妙
院
、
威
徳
院
、
多
宝
院
、
被
仰
付
候
。
其
外
近
辺
の
法
主
方
大
勢
に
て
、
廿
九
日
よ
り
二
夜
三
日
大
般
若
御
祈
祷
也
﹂、
五
月
二
日
﹁
殊
ニ
大
般
若
転
読
ニ
付
、
郡
中
参
詣
仕
候
や
う
、
被
仰
付
候
付
、
塩
釜
へ
参
詣
の
者
群
集
夥
し
。
七
月
十
日
の
祭
日
に
も
増
り
候
事
な
り
﹂、︵
五
月
︶
頃
日
﹁
万
日
金
毘
羅
さ
ま
に
て
疫
病
消
除
御
祈
祷
あ
り
﹂、︵
五
月
︶
廿
四
日
﹁
文
殊
堂
に
て
、
五
穀
成
就
、
疫
病
消
除
御
祈
祷
あ
り
。
六
丁
共
ニ
川
口
町
ハ
大
日
さ
ま
、
立
町
ハ
秋
葉
さ
ま
、
大
町
ハ
文
殊
堂
、
横
町
ハ
御
駒
堂
、
袋
町
ハ
天
王
さ
ま
、
壱
丁
々
々
に
御
祈
祷
あ
り
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。︶66
︵
五
穀
成
就
と
合
わ
せ
、
時
疫
流
行
、
疫
病
消
除
の
護
摩
祈
祷
、
大
般
若
祈
祷
が
藩
命
で
行
わ
れ
、
神
輿
が
繰
り
出
し
、
住
民
の
参
詣
が
促
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
天
保
五
年
は
天
明
四
年
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
緩
や
か
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
祈
祷
の
余
裕
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
。
そ
れ
よ
り
事
態
が
深
刻
だ
っ
た
天
保
八
年
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
き
ち
ん
と
確
か
め
得
て
い
な
い
が
、
同
五
年
ほ
ど
に
は
執
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
教
は
ど
れ
ほ
ど
呪
力
を
効
か
そ
う
と
し
て
も
疫
病
に
は
無
力
を
さ
ら
し
、
役
割
は
む
し
ろ
死
者
供
養
に
こ
そ
あ
っ
た
。
